様式第６号（第６条関係）
	急速充電設備
燃料電池発電設備
変電設備
発電設備
蓄電池設備
	設置届

	年　　月　　日

	豊川市消防長　殿

	住所
届出人　氏名
電話

	　下記のとおり　　　　　　　　　　を設置します。

	記


	防火対象物の所在地及び名称
　　　　　　　
	主要用途


	設置場所
	構造　　
	床面積　　　　　　　　　　　　㎡
	消防用設備　

	
	階層　
	換気設備　
	不燃区画　

	
	□屋内（　　階）□屋外
	□有　□無
	□有　□無

	電圧
	　　　　　　Ｖ
	全出力又は蓄電池容量
	[image: image1.png]


　　

	着工予定年月日
	年　　月　　日
	完成予定年月日
	年　　月　　日

	設備の概要　　　　　　　
□キュービクル式（□屋内　□屋外）　□その他


	主任技術者の氏名
	　

	工事施工者の住所及び氏名
　　　　　
	電話　　　　　　番

	※経過欄


	注

１
該当する□にレ印を記入してください。

２
電圧欄には、変電設備にあっては、一次電圧と二次電圧の双方を記入してください。

３
全出力又は蓄電池容量の欄には、急速充電設備、燃料電池発電設備、変電設備又は発電設備にあっては全出力を、蓄電池設備にあっては蓄電池容量（定格容量）を記入してください。

４
設備の概要欄に書き込めない事項は、別紙に記載して添付してください。

５
当該設備の設計図書を添付してください。

６
※印欄は、記入しないでください。


様式第６号（第６条関係）
　　　　　　　　　　　　   急速充電設備
	燃料電池発電設備
変電設備
発電設備
蓄電池設備
	設置届


	年　　月　　日

	豊川市消防長　殿

	住所
届出人　氏名
電話

	　下記のとおり　　　　　　　　　　を設置します。

	記

	防火対象物の所在地及び名称
　　　　　　　事業所（建物）の住所及び名称を記入
	主要用途
建物の用途を記入

	設置場所
	構造　設置建物構造を記入　
	床面積　　　　　※①
　㎡
	消防用設備　　※②


	
	階層　
	換気設備　
	不燃区画　

	
	□屋内（　　階）□屋外
	□有　□無
	□有　□無

	電圧
	※③　　　　　　　Ｖ
	全出力又は蓄電池容量
	※④
　　　　　　kＷ
　　　　　　kＷｈ

	着工予定年月日
	○○年○○月○○日
	完成予定年月日
	○○年○○月○○日

	設備の概要　　　　　　　
□キュービクル式（□屋内　□屋外）　□その他
設備の概要を記入　（例）○○用の○○設備、○○部分に設置
　※⑤　　　　　　　　　トランス容量、蓄電池数、燃料種類等を記入


	主任技術者の氏名
	　氏名を記入

	工事施工者の住所及び氏名
　　　　　住所、氏名、電話番号を記入
	電話　　　　　　番

	※経過欄

	注

１
該当する□にレ印を記入してください。

２
電圧欄には、変電設備にあっては一次電圧と二次電圧の双方を記入してください。

３
全出力又は蓄電池容量の欄には、急速充電設備、燃料電池発電設備、変電設備又は発電設備にあっては全出力を、蓄電池設備にあっては蓄電池容量（定格容量）を記入してください。

４
設備の概要欄に書き込めない事項は、別紙に記載して添付してください。

５
当該設備の設計図書を添付してください。

６
※印欄は、記入しないでください。


※①　　床面積は設置場所（建物）の床面積を記入し、分かる範囲で( )書きで床面積の算出方法（Ｓ．５１．７．２０･消防予第３７号）による床面積を記入する。但し、屋外の場合は据付面積を記入する。
　　　　　
　　＜床面積の算出方法＞
　　　　発電機、変圧器その他これらに類する電気設備（以下「電気設備」という。）が設置されている部分の床面積とは、当該電気設備が据え付けられた部分の周囲に水平距離５ｍの線で囲まれた部分の面積（同一の室内に電気設備が２箇所以上設置されている場合はその合計面積をいう。）をいうものであること。ただし、不燃材料の壁、天井、床又は防火設備若しくは特定防火設備で区画されている部分に設ける場合は、当該区画された部分の床面積とすることができる。
	
	
	　　　　（床面積を合計する）


	



　　　　電気設備　　　算定床面積　　　５ｍ線　　　　不燃区画
※②　算定床面積等で必要な消防用設備を記入する。
＜規則第６条第４項＞
　　　　　　電気設備の消火に適応するものとされる消火器を、床面積１００平方メートル以下ごとに１個設ける。
　　　　　＜令第１３条第１項＞
　　　　　　床面積２００平方メートル以上では二酸化炭素消火設備、粉末消火設備等の設置が必要となる場合がある。
※③　変電設備については、一次電圧と二次電圧の双方を記入する。
　　　　　（例）1次６，６００Ｖ／２次２１０・１０５Ｖ
※④　全出力又は定格容量を「kＷ又はkＷｈ」で記入する。
　　　　　
※⑤　設備の概要欄には、トランス容量、蓄電池数、燃料種類等を記入する。
　　　　　（例）＜変電設備＞　
　　　　　　　　Ｔｒ３相○○kVA・Ｔｒ単相○○kVA・コンデンサー○○kVar等を記入
　　　　　　　　＜発電設備＞
　　　　　　　　燃料種別、消費量、燃料配管状況、タンク容量等を記入　　
　　　　　　　　＜蓄電池設備＞
　　　　　　　　１０時間率の容量×セル数等を記入
（添付図面等）
　　対象物の案内図（地図）、当該設備の設置配置図、単線結線図、設備外形図、燃料配管図など
　　　※　設置配置図に当該設備用の消防用設備を記入する。
（届出の注意事項）
· 設備等の着工前には、必ず事前の相談をすること。
· 提出書類は、必ず２部提出すること。
kＷ


kＷｈ





　当該設備を設置する事業所の代表者（法人名）で記入する。





該当設備名を記入





該当欄にレ点等を記す





該当欄にレ点を記す








































